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人工膝関節全置換術（TKA）は長年にわたって現代医学において成功した治療とされています。その一

方で患者さんの要求水準は年々高まっており、TKAの成功の定義は厳しくなっています。最近の研究か
ら、患者さんの4人に1人は新しい膝関節に満足していないことが示唆されています。文献評価によると、
患者さんの多くは、TKA後の膝は手術前の膝と比べて違和感があると訴えています 1,2。

       64%

               54%

       39%

        26%

     21%

     21%

   17%

  15%

0%       20%      40%       60%      80%     100%

患者さんが TKA術後に訴える不満（当社調査結果）

硬直感

緊張感

痛み

しびれ

きしみ

力が入らない

不安定

異物感

Recreating “the Feel”
of a Healthy Knee



2 Persona Medial Congruent Bearing  Design Rationale

外側脛骨プラトーは凸状であり外側半月板に可動性があるため、
より大きくロールバックできるようになっています。

内側脛骨プラトーは凹状で内側半月板の可動性が低いため、
安定性が得られます。

Healthy Knee:  
Stability and Motion

TKAインプラントの過去のデザインの多くは、

疼痛の軽減とインプラント生存率を優先してき

ました。数々の研究から、正常膝は歩行を通し
て接触ポイントが移動し、脛骨に対して内側を
中心として大腿骨が外旋することが分かってい
ます。外側顆および外側半月板は凸状の外側
脛骨プラトー上面では自由に動きますが、脛骨

内側は凹状であり、内側半月板の可動性が低い

ため、内方の可動性は制限され、膝を安定させ

ます。現在の人工膝関節デザインの多くは、こ
の 2つのコンパートメント間にある動きの違い
を再現していません。そのため、正常膝の動き
をより厳密に再現するよう改善した人工膝関節
デザインへのニーズがあります 3, 4。
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Persona® Medial Congruent™関節面サーフェイスの開発は、安定性と可動性を追求してきたジンマー 

バイオメット社の長い人工膝関節開発の歴史の中での新たな一歩です。1985年には、Natural-Knee® シ

ステムが UC関節面サーフェイスと同時に発売され、適合性による拘束という概念が導入されました。

1986年には、正常膝のメディアルピボット運動を再現することを狙った、非対称性大腿骨コンポーネ

ントを有するM/G® I CR大腿骨が発売されました。NexGen® システムとNatural-Knee® IIでは、これら

のデザイン特性がさらに進化し、現在この 2機種を統合した Persona®が完成しました。そこにMedial 

Congruent™関節面サーフェイスを組み込むことで、ジンマー バイオメット社が設計してきた関節面
サーフェイスの中でも運動力学的な面から自然な感覚を再現する製品が生まれました。
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ジンマー バイオメット社の
人工膝関節開発の歴史

※2015年ジンマー バイオメット社統合前のジンマー社製品の歴史
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Stabilized Motion:
Restores Confidence

患者さんの目線で考えると、自然に近い感覚の膝を再現するためには、自然な膝運動力学と調和して機能

するインプラント形状を開発する必要があります。つまり、膝関節炎を発症する前に患者さんが経験してい

た動きや安定性を再現することが求められます。インプラントデザインでそのような目標を達成しようとす

る場合の最も困難な課題の一つは、可動域全体を通して最大限の安定性を得ることと、完全に伸展した状

態での安定性を両立することです。

これまでの人工関節デザインの多くは、安定性を優先するあまりに膝関節の自然な動きが損なわれる、も
しくは反対に、自然な動きを優先するあまりに膝関節の安定性が損なわれるといった問題を抱えています。
Medial Congruent™関節面サーフェイスは、安定化した膝関節の動きという概念を通し、この両者に取
り組んでいます。このシステムは、内側の適合性と前方の拘束性によって完全伸展から深屈曲まで膝関節
を安定させ、患者さんは日常動作での膝関節の安定性を再現できる可能性があります。一方、外側顆は弧

状の Pathに沿ってより自由に動くようデザインされており、自然な膝の動きを再現します。さらに、PCLを

温存すると患者さんの個々の感覚が維持され、膝関節の自然な動きの再現がいっそう強化される可能性が

あります。

Personalized Implants
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MC’s increased medial contact area equates to greater stability.
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•  大腿骨と脛骨の適合性が強化されたこと

で、膝関節の安定性と安心感が向上してい

ます。Persona®  Medial Congruent™関節面

サーフェイスは、Persona®  システムの中で

もより高い適合性を提供します。

•   適合性が向上した結果、接触面が大きく
なり、接触応力が軽減されています。

全サイズにおいて内側矢状面の適合性が 1.1：1以上であるため、内側安定性が強化されると同時に、外側顆はより自由に動きます。

Contact Area Comparison
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Anterior Constraint in Extension
(Flexion Angle 0°)
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Medial Congruent™関節面サーフェイスの脱臼抵抗力は 

UCサーフェイスよりおよそ 20%高く、安定性が向上しています。

完全伸展時は、内側適合性が最大になることで
安定性が得られます。

Stability Through Conformity:
Empowers Mobility 

患者さんが日常動作での自然な膝関節の動き

を取り戻すには、伸展時及び階段降下時の膝

関節の安定性の確保が不可欠です。Medial 

Congruent™関節面サーフェイスは、最大13mm

の高さのアンテリアリップによって、より大きな

前方拘束性と脱臼抵抗力を提供しています。
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Average A/P Laxity from 0-120°

60°

90°

120°

11mm

3mm

中間屈曲位では回旋と TF関
節の接点の変位が起こりま
す。拘束性を高めて A/P変
位を制限することで内側の安
定性が得られます。

深屈曲位では外側顆が弧状の Pathに
沿ってピボットします。最下点をより
後方にすることで深屈曲が可能になる
と同時に、内側適合性によって安定性
が得られます。

外側顆が 14°の弧状の Pathをたどるため、内側大腿骨顆はこれ
まで以上に静的に安定しています。
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Posterior Dwell Point

最下点が後方にあるほど、大腿骨後方が脛骨イン
サートの後方リップに接触するまで、より深く屈曲
できます。

Persona MC

High-Flexion Design: Renews Life 
世界のさまざまな文化では、日常動作を行うために深屈曲できる能力が不可欠です。Persona® Medial 

Congruent™関節面サーフェイスの最下点は後方に位置しており、患者さんの屈曲を最大範囲まで回復
させることを可能にしています。
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Persona® CR大腿骨コンポーネントは深

屈曲域において、外側顆は自由に弧状

の Pathをたどり、膝の深屈曲に不可欠

な外旋が容易になります。ジンマーバ

イオメット社が長年開発を続けてきた

High Flex大腿骨コンポーネントにより

自然な感覚の安定したメディアルピボッ

ト運動が実現し、最大 155°まで十分な

接触面積を維持しています。

Deep Flexion in Motion

Traditional

Posterior

Posterior Dwell Point Location

最大 155°まで十分な接触面積を
維持しています。

従来の関節面サーフェイスよりも最下点が後方に移動
したことで、屈曲が容易になりました。
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Proven Femoral Geometry: Facilitates Axial Rotation 
Persona® CR大腿骨コンポーネントの寸法は、臨床的に実証済みのNatural-Knee® CR大腿骨デザインに

基づいています。このデザインは 10年間で 99.1%の生存率を達成しました 8。Persona® 大腿骨は 2mm

間隔で 21種類を供給しており、患者さんの個々の骨形態に対応できるシステムとなっています。
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Medial

Lateral

Bone Conservation

Persona® CR大腿骨は非対称性の顆部でデザ
インされており、自然なメディアルピボット運
動を再現します 9。外側遠位大腿骨顆は内側よ
り大きく、弧状の Pathに沿った外側の軸方向

の回旋を容易にしています。大腿骨が弧状の動

きで変位すると同時に、非対称性の大腿骨顆は

Medial Congruent™サーフェイスと協調し、自

然な膝関節のメディアルピボット運動を再現し

ます。

Persona® 大腿骨は、深いパテラグルーブ、骨頭

切除量を少なくする BOX形状を含め、ジンマー 

バイオメット社の実証済みの膝蓋大腿関節デザ

インです。ただし、NexGen® デザインとは異な

り、Persona® デザインはパテラグルーブリセス

の作製に必要な手順が削減されています。

非対称性の大腿骨顆がメディアルピボット運動の再現を
助けます。



12 Persona Medial Congruent Bearing  Design Rationale

A/P

Functional A/P

M/L

Condyle Thickness

Distal Thickness

A/P

Functional A/P

M/L

Condyle Thickness

Distal Thickness

M/L

A/P
Medial

A/P
Lateral

Persona Medial Congruent Dimensions

Size Anterior Medial Lip 
Height

Posterior Medial
Lip Height

4-5/CD 10 3.2
6-7/CD 10 3.2
8-9/CD 10 3.1
4-5/EF 11 3.4
6-7/EF 11 3.4

8-11/EF 11 3.4
8-11/GH 12 3.3

12/GH 12 3.3
12/J 13 3.3

Persona Stemmed Tibial
Baseplate Dimensions

Size Medial A/P 
(mm)

Lateral  A/P 
(mm)

Overall M/L 
(mm)

Keel
Medialization

(mm)

A 40.2 35.1 57.7 1
B 42.5 37.2 60.8 1
C 44.9 39.5 63.8 1
D 47.2 41.8 67.0 1.5
E 50.2 44.6 71.0 2
F 53.3 47.4 75.1 2.5
G 56.5 50.2 79.0 3
H 59.8 53.3 83.0 3.5
J 63.5 56.7 88.1 4

Persona CR Femoral (Narrow) 
Dimensions

Size
Overall 

A/P
 (mm)

Functional 
A/P

 (mm)

Overall 
M/L

 (mm)

Distal
 Thickness 

(mm)

Condyle
 Thickness 

(mm)

1 48.1 41.0 55.5 8 8
2 50.7 43.0 57.0 8 8
3 51.9 45.0 58.5 9 9
4 54.0 47.0 60.0 9 9
5 56.0 49.0 61.5 9 9
6 59.0 51.0 63.0 9 9
7 60.1 53.0 64.5 9 9
8 62.1 55.0 66.0 9 9
9 64.6 57.0 67.5 9 9

10 66.6 59.0 69.0 9 9
11 69.3 61.0 70.5 9 9

Persona CR Femoral (Standard)
Dimensions

Size
Overall 

A/P
 (mm)

Functional 
A/P

 (mm)

Overall 
M/L

 (mm)

Distal
 Thickness 

(mm)

Condyle
Thickness

(mm)

3 53.2 45.0 62.5 9 9
4 55.6 47.0 64.3 9 9
5 57.2 49.0 66.0 9 9
6 59.6 51.0 67.8 9 9
7 62.1 53.0 69.5 9 9
8 63.8 55.0 71.3 9 9
9 66.2 57.0 73.0 9 9

10 68.5 59.0 74.8 9 9
11 71.1 61.0 76.5 9 9
12 75.2 65.0 77.5 9 9

3.4mm Max. 13mm Max.

販売名：Persona CR トラベキュラーメタル大腿骨コンポーネント
医療機器製造販売承認番号：22700BZX00267000
販売名：Persona PS トラベキュラーメタル大腿骨コンポーネント
医療機器製造販売承認番号：22700BZX00269000
販売名：Persona CRセメントシステム
医療機器製造販売承認番号：22500BZX00385000
販売名：Persona PSセメントシステム
医療機器製造販売承認番号：22500BZX00384000   
販売名：Persona Vivacit-E MC サーフェイス
医療機器製造販売承認番号：22800BZX00204000
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Notes
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